
	 

総会で原子力行政の

抜本的見直しも論議

̶徳島県原水協 

	 徳島県原水協は、地震発

生の翌日に２２団体から

２９名が参加して総会を

開催。来賓参加の和田宰愛

媛県原水協事務局長から

四国電力の伊方原発の問

題点についての報告があ

り、原子力行政の抜本的見

直しの重要性が強調され

ました。４月５日に予定し

ている常任理事会に救援

募金を持ち寄ろうとニュ

ースで呼びかけています。	 

	 日本原水協が３月１５日に緊急救援募金の訴えを出してから２週間弱で、事務局に寄せられた募金の総

額が１００万円を超えました。	 

	 福井県原水協は１６日付けで原水協・平和行進参加団体に「ともに救援募金にとりくみます」という主

旨のお願い文を送り、福井地区実行委員会、平和委員会、個人などから２万６百円が寄せられています。

（２７日現在）４月６日には、福井・越前両市内で６・９行動とともに街頭で大震災救援募金にとりくむ

予定です。	 

	 個人では、被災した岩手県の原水爆禁止花巻地区協議会・佐藤勇さんから３千円、足立区の会田美恵子

さんからは「少しでも役に立てれば嬉しいです」と 10 万円、毎年国連要請に参加している原水爆禁止国

分寺協議会・内田文子さんからは「毎年国連へ行く費用の１回分弱をあてました」と 20 万円が寄せられ

ています。	 

	 引き続き緊急救援募金へのご協力をお願いします。郵便局に赤色の振替用紙（加入者負担）がない場合

は、窓口で「緊急募金です。加入者負担でお願いします」と言って下さい。 

募金総額：１０９万１２７８円（３月 17日～３月 31日） 

福島県原⽔水協との懇談の様⼦子をYouTubeにアップ	  

	  

オバマ⽶米⼤大統領に「思いやり予算」の返還を要求	  

̶新日本婦人の会中央本部 
福島原発問題を「科学者の目」で̶日本科学者会議HP 
	 日本科学者会議のホームページ（http://www.jsa.gr.jp/）では、福島原
発問題について科学者の視点で掲載しています。日本原水協ホームペー

ジのトップページからもリンクを張っています。 

	 日本原水協事務局が３月 11日、灯油
15 缶（270 リットル）や水、トイレッ
トペーパーなど救援物資を福島市内に

ある同県原水協事務所に届け、石堂祐子

事務局長、斎藤富春（よしはる）県労連

議長と懇談している様子を YouTubeに
アップしました。（34分 44秒） 

http://www.youtube.com/watch?v=z0Zc05Dz0pU 

米軍よりも被災者を思いやれということ
で、アメリカでも話題になっています。 


